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光 市医師会報

-z童話歪三1;1回目;~

※ 8}j 27日(火)月例会於医師会館

午後 7.30 

0 協議事項 (1)昭和 49年度医師聯盟寄

附金について (2)県医師会、光，If医師会

体育大会Kついて (3)老人検診について

0 報告事項 (1)医師同保組合会ふ報告

(21悶南宅市医師会役員会報告 (3) 8月社

保治求占受付け(一部の医療機関)

(4)産業医研修会、於下松rli民会館 (9月

6 (1) (5)第 2回患者調子i(9月17日)
について (6)第 3岡市部医r.，(J会正副会長

会議について 9月初日於小野山市 (7)生

保忠者往診料についての比解 (8)医薬品

の効能iζ関する厚生計辿辻 (9J内科伝会

について 仰県医コソレフ大会について

凶納税組合の件 問時間j外診療状況調査

問ひかり広報掲載似杭 (]羽子|的接持実施

要紅1U5J医師会当帯低石般の{'I:

※ 8 n 27臼(火)研究会恥附会館

午後8.30

(1) '，t期信の症例鮮験 75必哲先生

(2) ロゴスコープについて 山之内盟薬

提供

9 月 10 日(火)即.事会除光rli~師会

午後 7.3 0 。協議事項 (1)Y.1B耐え体行大会参加のロJ否
について (2)光市医師会体行大会につい

て (3)永年勤続者表彰Kついて (4)教育

幼労者の表彰Kついて (51[~師辿盟寄附

金の取扱いについて

ぐ 被告事項目)地域医療で三部会担当男事

会 (2)4 9年度国民健康剥代 (3)新開発

民的技術の取扱い (4)人IaJドック第 3次

申込み受付け (5)労災診政Z~の取扱い

(6)老人位診一般診療委託料について

(7)乳児検診受診票記入要領、乳児保健指

持基本について (8) f'防接駆私故Iζ対す

1974 

る措罰の改善 (9)問診票の隙式例の一部

改医 (IQJ成人病健診について 仙所得楠

山保険の件 ω産業医ζ ん談会

_ .・・・…..ー ..，..... ・・・h・0・ー -・咽・川勝"ー 叫叫，・1.'"・..ー 一.，.1.・一

老人福祉 (1) 
第三次大戦後の、とくに昭和 25年ごろ以

降の、く~~j皐な産業化、 都市化の進行とともに

大きな課題となってきた。わが向の社会構造

は、このごろから急速な変動を示しはじめ、

都市化lζ刊'う人口移動が進むにつれて、人口

減少地域における一人暮し老人や老人メホ，1m
帯の増加がI:mwになりはじめた。他)].、r"般

公衆衛生水準の向上、栄益の改善などによっ

て、人間のん命がのび、それに伴ってねたき

り老人や刈令虚弱の老人の数も急速にふえは

じめた。 ζのような事態K加えて、戦後の家

族制度の鋭化lζ伴う扶養芯識の変化などもあ

って、それまで主として家族闘の相丘扶助iζ

依布していた老人の問題が、 社会的に対箆を

講ずべき課地として、大きく浮かび上がって

きた。 ζのような社会的変化のなかで、 l明和

3 8年主人福被法が制定された。乙のは14>制

定以前!こは、老人対策は生活保護制度のなか

に包括されており、貧困老人の救済のみがな

されていたのであるが、老人福祉法の制定と

その後の関辿施策の進展によって、.g~庄の老

人福祉はil凶老人だけではなくて、!よく主人

一般を刻象とするようになっている。 4・人福
祉の分野は、広義の場合iとは年金、 ~~I，d反防

保位、イ主'七、阪別対策、税併Iなどを合むlよい

範閤ω制度やサービスを意味するが、奴J主の
場合lζは~入信;祉法ーに規定された~rサービス

及びその関辿サービス、即ち長選康診ft、老人

ホームなどへの収容、養護委託、老人家陸奉

仕員による世品、老人クラブなどへの援助、

老人fi'iIfil:センタ一、老人憩の家、老人休去をホ

ーム、就労あっせん等を云ふ。

n) 老人福祉法

196 3年公布、法 13 3号、老人は特殊
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な身体的、精神的ハンデイキップiζ起因する

弱者である乙と、また多年、社会の進展iζ寄

勺してきた者である乙とに着目し、老人を社

会的iζ保護し、敬愛する乙とを立法の基本と

している。すなわち社会的弱者である老人の

ために、心身の促康の保持および生活の安定

のために必裂な措訟を講じ、もって老人の福

祉を阿る ζ と、同時に老人は、老齢K伴って

生ずる心身の変化を自覚して、つねに心身の

健康を保持し、その知識と経験を社会に役立

たせるように努めるものと定めている。具体

的施策としては、他jぷ診在、各種老人ホーム

老人福祉センター、家庭ポイ |ー員、老人クラブ

援助など定められている。しかし此の法律は

老人知枇の体系的総作化κ欠けており 、その

法盤である所件、就労、住宅などの保障につ

いては他の制度にゆだねられている。そのた

め老人柄祉法は、上J己保障以外の個別的サー

ビスとJlIIボ的規定にとどまっている。

(2) 老人の健~

老人福祉法第 10条により市町村κ義務

づけられている。老人の疾病の予防、早期

早期治紛の民地から 65才以上の老人に積極

的に受診の機会を提供するためである。

1 9 6 9年度からは、低所得のねたきり老人

を対象にしたt諸問位凶診査も実施されている

無料の一般診伐と一郎自己負拘を伴う精密検

脊とに分かれているが、いずれも受診率は低

く、回数、JIll知方法、受診場の選定、受診後

の治政体制および治的設などの面iζ改善が要

請されている。

(3) 老人の医療無料化制度

老人が医依保険で医療を受けた場合、

自己負tH.分を公設で負担する国の制度で、

1 9 7 3年 1月より実胞されている。当面は

7 0才以上の老人を対象としている。若干の

所得制限もあるが、有術本が非常に高く 、 し

かも経済的理由から低受診ネの老人lζとって

画期的な制度である。 ζ れは数多くの地方自

治体での老人医政無料化の反映であり、その

1974 

実現の力となった住民運動の結実である。

(4)老人クラブ

老人みずから、その生活を健全で豊かなも

の忙し、かつ福祉を尚める ために、同一小地

域』ζ住むおおむね 60 J-以上の者が相寄り会

員制の組織をつくり 、教徒の向上、健康の増

進、レクリエーシヨン、地域社会との交疏な

ど自主的活動を行なう組織である。その性格

は、(1)老人福祉増進 (2)老人の社会参加活動

(3)地域住民組織活動の三つの角度からとらえ

る乙とができる。側、都道府県、市町村各三

分のーずつ負担の活動助成金がだされている

昭和49年度

全国労働衛生週間
1 趣旨 毎年3万人にのぼる労働者が業務

上疾病にかかり、さらに新しい合.害物の使

用や、伊}'t.技.i1;jの進歩等により 、新しい形

の職業時疾忠が発生している。乙れらの職

業性疾患の防止を悦る乙とは、国民福祉を

目指す労働衛生行政の段重要課題である。

乙のような観点から、職業性疾患の発生を

未然iζ防止し、さらに労航者の健肢の保持

明進を阿ること等を円的として労働安全衛

生法が制定されたが、み;年は同法にもられ

た諸施策の定n化を目ざし、さらに努力を

重ねる必要がある。もとより、労働災害の

防止の謀本は、熱立と科宇件:IC袋付けられ

た自 1:的な安全衛生活動の展開にある。近

時、人聞の生命lζ対する芯識の高まりや公

許lζ対する仏|民のI!(J心を背誌に、職場環境

の改善を通じて労働者の位践を守ると同時

lζ、公合の発生防止にも寄与するための労

働衛生対策の推進が強く袋詰されている。

また重金属による慢性中毒、長い潜伏期閣

を通じて発生する職業がんや作業条件など

に関係する顕訂腕症候群等が社会的lζ注目

されるようになっているが、 ζれらの労働

衛生対策は、イ写古物の使用状況、作業実態

をふまえた、現在から将来にわたる長期的
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な見通しに立つ対策でなければならない。

本年度の労働衛生週間は、昨年と同様ζ の

ような長期的な見通しに立った実効ある労

働衛生対策の推進を削るため、次の乙とに

重点をおき効果的な連動を展開するものと

する。

(1) 自主的な災:1F防止活動を活発に展開す

る組織の定B化を図る ζ と。特』ζ原材料

等の布存性をお前iζは握するチェ ツクシス

テムを慌立すること。

(2) 作業聡墳の測定による職場評価を行ふ。

(3) 作業万法及び作業域境の改善整備の撤

底。

(4) 職場ごとに、作業者の健版状態をは握

し、その粘果iζ話づく健康管理を行ふ。

(5) 労働衛生教ffの充実を凶る ζ と。

2 スローカ'ン

みんなできずこう 健康醸場

3 期間

準備期間 19月 1日より 9月30日

本迎!日J1 0月 1[1より 10月 7臼

4 主唱者

労働省 中央労働災害防止協会

1974 
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光市の大気汚染

S 02 
S 49. 6. 成績

度月項目
会IJlIJ定 長;J:，UJ 品企低 測定 日平均 緊急時 月平均l

}JIJ 時IHJ1:史 PPM PPM 日数 & 正主 幽数 PPM 

主主 江 732 0.105 0.006 31 0.035 。0.019 

室 fロ741 0.051 0003 31 0.020 。0.012 

ill役所 723 0.081 0.003 31 0.026 。0.015 

虹 ケ浜 7391005810.0061 31 0.024 。0.016 

環境~偲 0.40P PM以下(日平均〉

ム一アス、ン報情院

典
一
一切

辞
一
糊

豆
一
矧

データ通信を中心とする伯報技術を医療分

野に適用したもの。大型コンヒユータをセン

ターに設置し、とれを大病院、中病院、小病

院の各端末装.inをfEIE公社の匝l線で結び、医

師は表示装ETにあらわれたデータをみながら

診察したり、検子でや投薬の指示をライトペン

で入力する。 47年度引在で令同 80 0 0の

病院中 82がコンピユータを導入し患者登録

窓口会計、病肢管Jll!などをおこなっているが

病院が単独に設iFtした場合と比べ、ζのコン

ピユータ共同利用による導入コストは大病院

を例Kとると、現在の 50 0 0万円が

3 0 0 0万円に節約できるといわれている。

山道公社は、乙んと11位、通産など関係省庁

地方自治体および医師会などと協ノJのうえ、

5 2年度中lζ実用化する方向で検討する ζ と

を明らかにした。
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あとがき

9月7臼診続報酬引上けの諮問案が発表さ

れた。診療報酬改定の故大の斑由は現在の診

療報酬は、①昨年 11月、 1 2月の狂乱物価

@とれまで、の物価 ・ Ü~J-.封-などが反映され

ずその結果インフレ進行の中で伝僚経包'が像

刻な危機K直由したζ とにある。今問の諮問ー

案は平均 16.0%にすぎず、俊i邑されたとさ

れる病院でも 18. 2 $ちである。乙れで果して

医療荒廃の歯どめになるか疑問であろう。

発行所光市小周防 1633の2林医院内

光市医師会
TEし 0833(91)一0519

発行持林 孝之
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